


クに酷似していた．つまり，in vitro における核膜再形成

は，まず light membrane fractionから ERネットワークが

形成され，このネットワークから核膜が形成されるという

可能性が考えられる．
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この可能性は，２００７年に Andersonと Hetzerによって証

明された１６）．彼らは，in vitro で先に ERネットワークを形

成させてからそこにクロマチンを加え核膜が形成されるか

どうかを検討した結果，これまでの実験系と同様に核膜が

形成された．ただしこの核膜再形成系では，これまでの報

告と異なり，GTPや ATPを必要としなかった．このよう

な酵素反応を介した膜融合は ERネットワーク形成のため

に必要であり，一度ネットワークが形成されれば，膜の融

合という事象なしに核膜は形成される．つまり，この ER

ネットワークという形態そのものが核膜の形成に必要なの

である．さらに in vitro における ERネットワークによる

核膜形成の様子をタイムラプス観察した結果，最初にネッ

トワークのチューブルの先端がクロマチン表面に付着する

ことが明らかになった１６，１７）．実はこのような現象は，実際

に分裂期細胞内でも観察される１６）．続いて，最初にクロマ

チン表面に付着したチューブルを軸として，他のチューブ

ルが滑り落ちるように集合してきて，チューブルの側面で

べたべたクロマチン上に貼り付いていく様子が観察され，

また，最初に先端が付着したチューブルも，そのうち倒れ

込むように側面でクロマチンに付着する．このようにし

て，ERネットワークがそっくりそのままクロマチン表面

に移行されていくと，これら１本１本のチューブルがシー

ト状の膜に形態を変えどんどん面積を広げていき，あっと


$１ 核膜の構造


$２ in vitro における核膜形成過程
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